坂井先生のご退任にあたって(定年退職教員紹介) by 内藤 正美
―228―
定年退職教員紹介
坂井先生のご退任にあたって
内　藤　正　美
親しみを込めて、坂井先生というより坂井さんと呼ばせていただきますが、坂井
さんは2008年に本学に赴任され、教育と研究に当たられました。坂井さんは、東京
大学物理学科ご卒業および同大学院博士課程修了後、西独マックスプランク研究所、
英国ラザフォード研究所、東北大学、高エネルギー物理学研究所、東京工業大学を歴
任され、最後に本学にお出でいただいたことは有難いことです。
坂井さんは、言わずと知れた超一流の素粒子物理学者です。2009年度には素粒子
メダルを受賞されています。この賞は、その後の素粒子物理学の流れを変えたような
画期的な研究に対して与えられます。坂井さんの受賞対象は、お若い頃、1981年に
出版した論文「Supersymmetric GUTs」です。この論文は、超対称性を用いた大統一
理論を世界で初めて提唱した論文の一つです。物質の間に働く力には、原子核のベー
タ崩壊などで働く「弱い力」、私たちの身の回りで働いている「電磁力」、原子核を形
作る「強い力」、そして、これもおなじみの「重力」があります。これらの力は今で
は分かれていますが、もともとは同じ力で、宇宙開闢の高温時には区別がなかったと
考えられています。このうち弱い力と電磁力については統一する理論が既に完成し、
実験的にも確かめられました。大統一理論は、さらに進めて強い力も含めて統一しよ
うという試みで、坂井さんは超対称性という概念を使って、困難のない自然な形で、
大統一理論の具体的かつ基本的なモデルを世界で初めて実際に構成して見せました。
この論文は、これまでに引用数が1000を超えています。素粒子物理学には、現在、
最も成功している理論として、「標準理論」と呼ばれる理論があります。これは大統
一理論ではありませんが、重力以外の3つの力の振る舞いを記述するもので、標準理
論には、「神の粒子」と呼ばれ万物に質量を与えるヒッグス粒子が含まれます。ヒッ
グス粒子は、先日、CERNの世界最大の加速器 LHCにおける実験でその存在が確認
されたことはご承知の通りです。これで、標準理論が完成しました。しかし、標準理
論にはほころびも見つかりつつあります。坂井さんが大統一理論の構築に用いた超対
称性は、その後も現在に至るまで標準理論を超える有力な候補として研究されてお
り、LHCでも、ヒッグス粒子と並んで、超対称粒子を発見することが大きな目標の
一つとなっています。坂井さんの論文は、実験・理論双方における現在の研究の端緒
を与えるものです。超対称粒子は未発見ですが、宇宙の暗黒物質の候補にもなってい
ます。実際、つい最近、暗黒物質の解明を進める研究グループが、国際宇宙ステー
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ションに搭載した観測装置を使った観測から、暗黒物質が超対称粒子である可能性を
示す結果を得ました。
坂井さんのご業績を全て紹介することはとてもできませんが、坂井さんは、超弦
理論の研究も進めて来られました。この理論では、物質や力の根源は小さな紐だと考
えます。10次元あるいは11次元の時空に存在する、長さが、cmで測ると小数点以
下0が33個も並ぶような小さな紐です。この紐の振動が素粒子として現れると考え
ます。超対称性も考慮します。そして、開いた弦の両端がその上に乗るような物理的
対象である Dブレインを考えます。我々の住む4次元時空は、高次元時空に浮かぶ
Dブレインであるとします。ブレインという呼び名は膜（メンブレイン）からの類
推による呼び方ですが、坂井さんは、このブレインを異なる真空間の壁、つまりソリ
トン、として捉え、ソリトンの観点からブレインの研究を進めました。ソリトンは、
元々は、エネルギーが局在した粒子のように振る舞う波で、浅い水路で発見されまし
た。何キロも形が崩れずに伝わる波ですが、今では波に限らず身の回りの様々なとこ
ろにあることが分かっています。例えば、ドミノ倒しにおける倒れながら進む面、結
晶欠陥、それと同様に何かの値が異なる領域間の壁、第二種超伝導体中の量子化され
た磁束などがあります。坂井さんは、ブレインや磁気単極子などをヒッグス相と呼ば
れる物理状態におけるソリトンと見なして系統的に研究してきました。そして、それ
らの結果を、標準理論を越える統一理論へ応用する研究を精力的に進めて来られまし
た。使える高度な数学を何でも使い自然界の奥底に攻め込む、というすごい人です。
坂井さんは、このような研究者であると同時に、講義にも定評があります。本学
でも、坂井さんの講義を聞いた学生が「ぐんぐん引き込まれる」と言っていました。
可愛い先生としても有名です。「内藤さん、僕はね、学生に可愛いと言われましたよ」
と、嬉しそうにしていたのを思い出します。先日は、坂井さんの退職を機に、5年間
のゼミの学生さん達が集まったそうです。これも坂井さんのお人柄でしょう。
本学でも様々な委員をお務めになりましたが、特に学生生活課の方々によく助け
ていただいた大学院の学生委員長が印象に残っているそうです。他にも国際交流セン
ターの委員としてクリスマス会に出席し、留学生たちと交流したことも印象深い思い
出だそうです。そのときでしょうか、緑と赤のネクタイをしたところ、いかにもクリ
スマスらしいと好評だったそうで、そのあと、しばらくそのネクタイを着けていまし
た。
本学退職後は、慶応大学の訪問教授として研究をお続けになります。また、日本
物理学会が刊行する Progress of eoretical and Experimental Physicsという学術誌
の専任編集長もお務めになります。これは、湯川秀樹博士が創刊した Progress of 
eoretical Physicsの後継誌で、実験分野にも注力するために名称変更したもので
す。こういったお仕事を続ける一方、そろそろもっと家庭に帰って、毎週末にお孫さ
んを鎌倉周辺のハイキングに連れて行くなど、ゆとりの人生を持つことが楽しみだそ
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うです。これまでも、よく「うちの孫がね、」とお孫さんがこうした、こう言ったと
いう話をされていました。坂井さんのお元気さを見ると、まだまだ長持ちしそうで
す。これからも公私を問わずご活躍されることを祈ります。
